
 活動期間 ：令和６年度～令和８年度

 対 象 者：JA 新みやぎあさひなねぎ部会 若手生産者５人（同部会員72 人）

 チーム員 ：◎高橋怜史、上山啓一、蘇武真、進藤友恵

ねぎの次世代担い手育成による産地の強化

プロジェクト課題 No.２



１ 背景・ねらい

【背景】

・「JA 新みやぎあさひなねぎ部会（72 人、13ha）」では、高齢化が進み、

大半が70 歳を超えている状況。

➡近い将来、ベテラン生産者の大量離脱によって産地維持が困難

➡担い手となる若手生産者の育成が急務

課題

・栽培技術面（適期管理作業の励行、雑草や病害虫の適期防除、排水対策 など）

・若手生産者のコミュニティが希薄

・規模拡大に向け、労働力が不足
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【令和６年度 定性的目標】

・若手生産者の栽培技術への理解が深まる。

・若手生産者間でネットワークづくりの重要性が理解される。

・産地の現状への理解が進むとともに、経営改善に向けた技術の導入が検討される。

【令和６年度 定量的数値目標】

部会平均単収（※）の到達者数 ※2.1t/10a

R5：1人（現状）→ R6：1人 → R7：3人 → R8：5人

【ねらい】

技術向上

ネットワーク
形成

労働力分散
の取組

産地の
維持・強化
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２ 活動内容

【若手生産者の栽培技術の理解促進支援】

【ねぎ通信】【栽培講習会（6月）】

農薬展示試験の結果をいち早く
情報提供
※試験は課題対象者のほ場で実施

病害虫防除や排水対策など
を掲載（Vol.2まで発行）

【巡回指導】

ほ場を確認しながら、
病害虫や雑草の対策を助言
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【若手生産者のネットワーク導入支援】

【顔合わせ会（6月）】

普及センター職員がファシリテー
ターとなり、就農状況や最近の困
りごと（労働力や技術面の不安）
などについて情報交換。

【現地検討会（7月）】

経験年数が浅い２名のほ場で実施。
奮闘している様子は対象者相互の
良い刺激に。指導農業士からも助
言をいただく。

【グループLINE開設】

情報共有や相談に
リアルタイムで対応
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３ 活動の成果

・対象者個々の課題解決に向けたフォローアップを実施した結果、
防除や中耕などの基幹作業が適切に実施され、生育は順調に経過。
➡ 今作の単収向上が期待できる状況。

・対象者同士が徐々に打ち解け、対話も増えてきており、コミュニティの
醸成が進みつつある。

【順調に収穫された夏ねぎ】【昨年より雑草が格段に少なく
なった秋冬ねぎのほ場】
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【若手生産者の栽培技術の理解促進支援】

【若手生産者のネットワーク導入支援】



【産地維持に向けた検討】（主に年度後半で取組を予定）

・収穫期分散と高単価出荷を目的とした、春ねぎ栽培実証ほの設置と運営
（担当農家と打合せ済）

・部会を対象とした営農継続意向調査の実施（細部はJAと打合せ中）

・若手を対象とした先進地視察の実施（視察先は選定済、日程調整中）

４ 今後の対応

新しくねぎ部会に入った
期待の若手２名（就農３年目）

Sさん Tさん ６

表. 宮城県内におけるネギ作型表


